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例
示
、
エ
ギ
ィ
ー
ユ
・
デ
ィ
ア
ブ
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
ル
ー
ト
登
攀

危
機
管
理
の
実
際
３
×
３
フ
ィ
ル
タ
方
法
論

背
景
コ
ン
テ
キ
ス
ト
：

　

ポ
ー
ル
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
側
面
の
素
敵
な
登
攀
が

行
い
た
い
と
、ガ
イ
ド
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
話
し
た
。

夏
の
始
ま
り
で
あ
る
の
で
ポ
ー
ル
は
ま
だ
環
境
に
順

応
し
て
い
ま
せ
ん
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
あ
ま
り
冒

険
的
で
は
な
い
エ
ギ
ー
ユ
・
デ
ィ
ア
ブ
ル
を
勧
め
た
。

行
程
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
６
月
１
２
日
～
１
３
日

　

１
日
目
：
ト
リ
ノ
小
屋
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

２
日
目
：
ト
リ
ノ
小
屋
か
ら
ジ
ェ
ア
ン
氷
河
～
エ

　

ギ
ィ
ー
ユ
・
デ
ィ
ア
ブ
ル
縦
走
～
モ
ン
ブ
ラ
ン
・

　

タ
キ
ュ
ー
ル
～
下
山

リ
ス
ク
の
先
験
的
な
識
別
：

　

◎
３
５
０
０
ｍ
か
ら
４
２
１
０
ｍ
の
間
の
長
大
な

　
　

尾
根
が
ル
ー
ト
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
約
１
０
時

　
　

間
前
後
の
登
攀
と
な
る
。

　

◎
適
切
な
技
術
、
と
と
も
に
早
朝
出
発
し
て
下
山

　
　

す
る
の
が
最
も
重
要
な
判
断
で
あ
る
。
予
想
外

　
　

の
ビ
バ
ー
ク
は
、
こ
こ
で
非
常
に
不
快
で
あ
る

　
　

と
同
時
に
思
い
も
か
け
な
い
結
果
を
ま
ね
き
か

　
　

ね
な
い
。

　

◎
氷
河
の
夜
間
の
通
過
に
は
ク
レ
バ
ス
へ
の
墜
落

　
　

や
取
り
付
き
斜
面
で
の
落
石
の
危
険
性
が
あ　

　
　

る
。

　

◎
こ
の
時
期
の
雷
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

◎
下
山
の
降
下
中
に
セ
ラ
ッ
ク
崩
壊
の
危
険
性
あ

　
　

る
。

最
初
の
レ
ベ
ル
フ
ィ
ル
タ
：
４
日
前

基
準
１
レ
ベ
ル
：
ル
ー
ト

　

○
包
括
的
な
情
報
収
集
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
と
っ

　
　

て
は
必
要
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
ル
ー
ト
を
登
っ

　
　

た
経
験
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

○
ガ
イ
ド
の
信
頼
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
最
近

　
　

登
っ
た
ガ
イ
ド
が
い
る
か
を
調
べ
て
情
報
を
合

　
　

成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

○
ル
ー
ト
図
、
衛
星
写
真
と
地
図
。

　
　

ル
ー
ト
条
件
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
。

　

○
困
難
な
通
路
や
安
全
性
の
問
題
の
識
別
。

　

○
引
き
返
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
意
思
決
定

　
　

ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

　

○
装
備
の
性
能
や
条
件
は
何
で
す
か
？

　

○
雪
は
ど
う
で
す
か
？
（
潜
在
的
な
雪
崩
斜
面
、

　
　

レ
ッ
ジ
、
岩
の
上
の
氷
、
等...
）
難
し
い
か
も

　
　

し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
場
所
や
条
件
を
特
定
す

　
　

る
。

　

○
或
い
は
別
の
計
画
を
行
う
。（
プ
ラ
ン
Ｂ
）

リスク管理、ケーススタディ
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基
準
２
レ
ベ
ル
：
ヒ
ュ
ー
マ
ン•

フ
ァ
ク
タ
ー

　

注
意
：
提
示
さ
れ
た
他
の
例
の
よ
う
に
、
こ
こ
で

　

は
他
の
場
所
よ
り
も
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
確
か
な

　

経
験
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
高
山
ガ
イ
ド
は
す
べ

　

て
の
技
術
的
お
よ
び
身
体
的
な
要
件
を
ク
リ
ア
し

　

て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
ル
ー
ト
が

　

合
理
的
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

リ
ス
ク
管
理
は
、
共
通
の
過
去
の
経
験
が
多
数
あ

　

る
場
合
は
、
は
る
か
に
容
易
に
な
り
ま
す
。　

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
：
そ
の
現
在
の
実
際
の
能
力
を
評

　

価
（
自
己
評
価
と
ガ
イ
ド
の
質
問
）

　

ガ
イ
ド
：
高
度
ま
た
は
関
連
す
る
健
康
上
の
問
題

　

条
件
が
最
適
で
な
い
場
合
の
制
限
、
お
よ
び
技
術

　

的
な
進
歩
は
常
に
必
要
で
可
能
で
す
。

○
計
画
に
対
す
る
ガ
イ
ド
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関　

　

係
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
目
的
の
肉
体
的
お

　

よ
び
精
神
的
に
ポ
ー
ル
を
評
価
す
る
に
は
会
話
形

　

式
を
と
る
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
交
換
は
、 

現
在
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
フ
ォ
ー

　

ム
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
欲
求
、
動
機
：
ル
ー
ト
の

　

進
行
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
か
ど
う
か
を
識
別

　

す
る
為
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
は
必
要
で
す
。

こ
の
時
点
で
議
論
す
る
点
：

　

技
術
概
要
：
実
行
さ
れ
る
予
定
の
ル
ー
ト
、
進
行

　

モ
ー
ド
と
場
所
を
説
明
す
る
。

　

時
間
厳
守
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。　

ガ
イ
ド
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
契
約
上
の
確
認
：

　

●
単
に
、
危
機
管
理
に
参
加
し
て
い
る
す
べ
て
の

　
　

人
の
権
利
と
義
務
を
明
確
に
す
る
。た
と
え
ば
、

　
　

拒
否
理
由
を
提
示
し
ま
す
。

　
　

ガ
イ
ド
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

　
　

れ
は
一
方
的
な
決
断
を
下
す
場
合
が
あ
り
ま　

　
　

す
。
ポ
ー
ル
は
、
そ
の
決
定
に
従
っ
て
も
ら
い

　
　

ま
す
。

　

●
ル
ー
ト
の
解
説
、
セ
ラ
ッ
ク
崩
壊
の
リ
ス
ク
、

　
　

長
い
間
行
動
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
。

　

●
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
残
留
リ
ス
ク
の
解
説
。

　

●
個
人
と
共
同
の
装
備
の
説
明
を
す
る
。

　

●
保
険
。

　

●
財
政
的
側
面
：
一
般
的
な
予
算
と
支
払
条
件
、

　
　

経
費
の
額
の
説
明
。
ま
た
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か

　
　

ら
計
画
の
変
更
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
の
条
件

　
　

を
説
明
し
ま
す
。

基
準
３
レ
ベ
ル
：
気
象
状
況
、
山
の
状
況

　

天
気
の
良
く
安
定
し
た
状
態
の
日
程
を
確
保
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
レ
ベ
ル
の
フ
ィ
ル　

　

タ
ー
で
実
行
可
能
な
予
測
が
確
認
さ
れ
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。。

　

フ
ィ
ル
タ
の
最
初
の
レ
ベ
ル
に
プ
ロ
の
義
務
と
は

　

何
で
す
か
？

基
準
と
意
思
決
定
の
合
成
：

　

○
代
替
計
画
、
キ
ャ
ン
セ
ル
や
延
期
の
調
整
。

　

○
包
括
的
な
戦
略
を
練
る
。：
早
朝
出
発
（
未
知

　
　

の
領
域+

気
温
の
上
昇
に
配
慮
し
て
。）

　

○
ア
プ
ロ
ー
チ
、
及
び
各
ポ
イ
ン
ト
の
登
攀
予
定

　
　

時
刻
を
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
作
る
。

　
　

・
ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ド
（rim

aye)

　
　

・
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ュ
ベ
ー
ル(Chaubert')

　
　

・
ポ
イ
ン
ト
・
メ
ジ
ア
ン(M

édiane)

　
　

・
ポ
イ
ン
ト
・
イ
ゾ
レ(Isolée)

　
　

・
モ
ン
ブ
ラ
ン·

デ
ュ·

キ
ュ
ー
ル
登
頂
と
降

　
　
　

下
時
。

　

○
装
備
管
理
：
装
備
の
準
備
と
確
認

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
計
画
内
容

を
伝
え
る
。

第
二
フ
ィ
ル
タ
：
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ュ
ベ
ー
ル
に
て

　

主
要
な
意
思
決
定
場
所
：
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ュ
ベ
ー

　

ル
の
登
頂
は
、
そ
れ
を
超
え
て
我
々
は
、
モ
ン
ブ
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ラ
ン•

デ
ュ•

タ
キ
ュ
ー
ル
の
頂
上
に
出
て
く
る

　

こ
と
が
で
き
、
ル
ー
ト
の
繋
が
り
の
境
目
を
意
味

　

し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
に
進
ん
だ
場
合
引
き
返
す

　

の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

基
準
の
合
成
を
行
っ
た
後
、
決
定
は
こ
の
場
所
で

　

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

続
行
す
る
か
、
あ
き
ら
め
て
退
却
す
る
か
？

基
準
１
レ
ベ
ル
：
ル
ー
ト

　

質
問
：

　

○
最
良
の
ル
ー
ト
は
ど
こ
で
す
か
？

　

○
条
件
（
雪
の
有
無
）
と
オ
プ
シ
ョ
ン
は
何
で
す

　
　

か
？

　

○
ギ
ャ
ッ
プ
に
懸
垂
下
降
す
る
長
さ
と
そ
の
回
数

　
　

は
何
回
で
す
か
？

　

○
ジ
ャ
ミ
ン
グ
の
場
合
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
？

　

○
登
攀
の
継
続
を
見
越
し
て
次
の
針
峰
は
、
ポ
イ

　
　

ン
ト
・
メ
ジ
ア
ン
で
す
か
？

基
準
２
レ
ベ
ル
：
ヒ
ュ
ー
マ
ン•

フ
ァ
ク
タ
ー

　

質
問
：

　

○
ポ
ー
ル
の
心
身
状
態
の
評
価
（
シ
ュ
ル
ン
ド
の

　
　

横
断
の
仕
方
は
ど
う
で
し
た
か
？
）

　

○
尾
根
に
つ
な
が
る
西
斜
面
の
登
り
方
は
、
適
切

　
　

で
し
た
か
？

　

○
こ
こ
で
一
時
停
止
す
る
こ
と
が
、
必
要
ま
た
は

　
　

適
切
で
す
。（
快
適
さ
、
太
陽
、
風
力
）

　

○
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
自
己
評
価
（
私
は
基
準
の
評

　
　

価
で
何
か
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
？
）

　

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

基
準
３
レ
ベ
ル
：
天
気
状
況
、
山
の
状
況

　

こ
の
基
準
（
天
気
状
況
、山
の
状
況
）
は
第
２
フ
ィ

　

ル
タ
ー
の
決
定
的
要
因
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
が
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

　

は
、
単
純
か
つ
決
定
的
で
す
： 

観
測
さ
れ
た
気
象

　

や
予
測
は
ル
ー
ト
の
登
攀
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
か
？

第
３
フ
ィ
ル
タ
ー
：
ル
ー
ト
全
体

　

質
問
：

　

○
技
術
の
進
歩
で
、
墜
落
の
場
合
は
す
べ
て
の
場

　
　

面
で
そ
れ
を
止
め
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
な

　
　

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
及
び
ガ
イ
ド
の
二
人
と
も
？

　
　

特
定
の
モ
ー
ド
の
ビ
レ
イ
の
選
択
が
関
連
し
て

　
　

い
ま
す
か
？

実
際
的
な
状
況
の
例
：

　

ど
の
く
ら
い
の
長
さ
で
ロ
ー
プ
を
結
び
ま
す
か
？

　

①
氷
河
の
上
で
は
？

リスク管理、ケーススタディ
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②
ベ
ル
グ
シ
ュ
ル
ン
ト
で
は
？

　

③
西
斜
面
の
同
時
登
攀
時
は
？

　

④
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ャ
ブ
レ
ー
の
前
の
曲
が
り
く　

　
　

ね
っ
た
雪
の
リ
ッ
ジ
で
は
？

　

長
さ
は
安
全
で
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
ろ
う

　

か
？

　

古
典
的
な
間
違
い
は
、
そ
こ
が
「
簡
単
」
で
あ
る

　

と
き
に
自
分
の
身
を
守
る
た
め
よ
り
も
「
時
間
を

　

無
駄
に
し
な
い
」
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
こ

　

と
で
す
！

　

そ
こ
で
我
々
は
、
技
術
と
時
間
の
最
適
化
の
間
の

　

正
し
い
バ
ラ
ン
ス
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
り
ま　

　

す
。

　

○
セ
ル
フ
ビ
レ
イ
の
実
施
と
信
頼
性
の
検
証
。

　

○
各
懸
垂
下
降
時
の
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
際
の
体
系
的

　
　

な
検
証
。

ロ
ー
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：

　

モ
ン
ブ
ラ
ン·

デ
ュ·

キ
ュ
の
通
常
ル
ー
ト
を
下

降
す
る
時
、
ク
レ
バ
ス
に
お
け
る
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

の
存
在
に
基
づ
い
て
、
ロ
ー
プ
間
隔
を
調
整
す
る
。

疲
労
に
起
因
す
る
グ
ル
ー
プ
の
休
憩
も
セ
ラ
ッ
ク
の

崩
壊
落
下
の
恐
れ
の
な
い
エ
リ
ア
を
選
定
す
る
。

報
告
会
終
了

　

正
式
で
は
な
し
に
、
報
告
会
の
目
的
は
、
主
に
実

行
時
に
顧
客
の
気
持
ち
を
知
る
方
法
で
す
。
そ
し
て

ま
た
、
よ
り
自
分
た
ち
の
期
待
に
応
え
、
後
続
す
る

ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
感
情
、
印
象
、
顧
客
満
足
度
の
レ
ベ
ル
を

知
っ
て
い
る
し
、
適
切
な
マ
イ
ナ
ス
を
識
別
す
る
た

め
の
開
か
れ
た
議
論
で
あ
る
。

経
験
と
評
価
の
資
本
：

　

ガ
イ
ド
は
、
事
後
解
析
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、 

個

人
的
判
断
か
客
観
的
判
断
か
に
か
わ
ら
ず
ガ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
か
。

リ
ス
ク
管
理
は
、
複
雑
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
は
、
良
い
意
思
決
定
が
何
で
あ
る
か
識

別
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
側
面
を
分
析
す
る
必
要

が
あ
る
。
失
敗
は
？
過
失
は
？
ま
た
は
事
故
は
？

他
の
ガ
イ
ド
と
情
報
を
共
有
す
る
：

　

情
報
の
伝
達
と
普
及
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に

特
に
重
要
で
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
の
個
人
的
な
メ
モ

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
応
答
に
基
づ
い
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
分
析
：

質
問
：
ど
の
よ
う
に
良
い
で
す
か
？


